
ひでぼーは生まれた時から染色体異常の病気  

　　　　のため、体が不自由で耳が聞こえず、気管

切開のために声も出ないという重度の障がいを抱え

ていました。母乳はもちろん、生まれてから一度も

口から食事をしたことがなく、ずっと腹部の皮膚か

ら直接、胃にチューブを入れて栄養補給を行ってい

ました。とにかくひでぼーが生まれてからの約９年

間は、１時間以上まとまった睡眠をとることもでき

ず、まさに親子ともども命がけの生活を送っていま

した。 

私は今、ひでぼーが皆さんに一番伝えたかっ

　　　　たこと『We are the one ～みんなひとつな

んだよ。優しい心に目覚め、真心を持って生きてね』

というメッセージを携え、命の大切さとひでぼーの

ような子がもっと社会に理解され、受け入れられる

ように朗読会などを通してさまざまな活動をおこ

なっています。

また、横山マリアさんはかつて児童養護施設

　　　　の心理士としてセラピールームで子供たち

と歌いながら心の援助を行っていたそうで、現在は

山梨県の障がいを持つ子供たちの詩を歌に託し、子

供たちに夢と希望を与え、そしてその子たちのお母

さん方を励まし応援してきました。

以前、横山マリアさんから「私もかつて理加

　　　　さんと同じ、障がいを持った子を授かり、

少し早くに天にお返ししたママなのよ」と教えても

らいました。子を亡くし残された母は、子の意思を

継いで他の子も自分の子のように幸せを願いなが

ら、その子の分まで精一杯生きています。決してひ

とりぼっちじゃないとあなたに伝わりますように。

そんな思いが、私と横山マリアさんの活動の原動力

なのです。

このコンサートで歌われる歌はすべて「愛と

　　　　真理」に溢れています。宮下和江先生主宰

のバレエ教室『ラ・プリマヴェーラ』の天使たち（子

供たち）も可愛らしいバレエを披露してくださいま

す。どうぞ、一人でも多くの方にひでぼーからの愛

のメッセージが届きますように。感謝。

 ☆はしもとりか☆

ひでぼーのお母さん     

橋本 理加さんより

 「愛～天使の手のひら～ 

　歌と朗読コンサート」 に寄せて

　

その日、 愛の詩が
　　Kitara に響きます。
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